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240号
2024年2月25日

２
月

日
現
在

25

《
呼
び
か
け
人
》

人
38

《
会
員
》

人
・
５
団
体

66

《
賛
助
会
員
》

人
65

個
人
会
員
の
会
費
は
年
三
千
円

賛
助
会
員
の
会
費
は
年
千
円
以
上

◎
呼
び
か
け
人
と
会
員
は
募
集
中

郵便振替口座：

00900-4-204718
憲法を生かす会・灘

神戸市灘区天城通
3-5-19

TEL.078-801-8448
FAX.078-801-8899
nsp-nada@vega.ocn.ne.jp

政
治
や
生
活
の
原
点
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
来

の
自
民
党
の
裏
金
問
題
、
旧

統
一
教
会
と
の
関
係
、
年
頭

の
能
登
半
島
地
震
被
害
な

王子公園と神宮外苑つなぐ１めん
大集会、神戸市都計審抗議

底割れの政治状況へ国民の怒２めん
りを／先輩・仲間の団体から

自治体へ丸投げの原子力規制３めん
委／ボクの昭和／いのち

能登半島地震と放射能防護４めん
／川柳／編集後記施設

ど
、
ど
の
問
題
も
う
や
む
や

で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

神
戸
市
民

問
題
点

指
摘

が

を

王
子
公
園

再
開
発

し
て
き
た

・

問
題

、
審
議
会

議
決
強
行

も

で

新

局
面
入

。

し

た
な

り
ま
し
た

と

の

を

え

戦
争

平
和

問
題

抱

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
パ
レ
ス
チ
ナ

問
題

含

、
平
和
憲
法

守

も

め

を

活
動

広

。

る

を

げ
ま
し
ょ
う

ロッシェル・カップさん（神宮外苑の再開発許可取り消しを求める訴訟

団代表）を招き王子公園と神宮外苑をつなぐ大集会（1月28日）

市民の声を聞かず議決した神戸市都市計画審議会へ

抗議の行動 （市役所前 2月5日）

神戸空襲の犠牲者慰霊

●合同慰霊祭

３月17日（日）午後1時30分

薬仙寺（兵庫区今出在家）

●追加刻銘式

6月2日（日）午前10時～12時

大倉山公園「平和の碑」前

映画 上映会「ほうりのしま」◆
山
口
県
上
関
町
祝
島
（
か
み

の
せ
き
ち
ょ
う

い
わ
い
し
ま
）

船
の
安
全
を
祈
願
す
る「
祝
」

（
ほ
う
り
）
は
、
万
葉
集
の
昔
か
ら

あ
る
神
職
の
名
称
、
島
は
航
行

安
全
の
神
霊
を
崇
め
る
島
。

◆
１
９
８
２
年
に
中
国
電
力
が

原
発
建
設
計
画
を
発
表
し
、
町

民
上
げ
て
の
反
対
運
動
で
頓
挫

し
た
が
、
最
近
で
は
使
用
済
み
核

燃
料
の「
中
間
貯
蔵
施
設
」
建
設

計
画
が
出
て
き
て
い
る
。

<

上
映
予
定>

・３
月

日
（
日
）

時

分

24

13

30

・
神
戸
市
立
婦
人
会
館
さ
く
ら

・
資
料
代
：
千
円

監
督
は
纐
纈
（
は
な
ふ
さ
）
あ
や

２
０
１
０
年
制
作
・
１
０
５
分

主
催
：
上
関
に
原
子
力
施
設
は
い
ら
な
い

兵
庫
の
会



被
災
者
は
怒
っ
て
い
る
ぞ
！

（毎
日
新
聞
）

（珠洲市 毎日新聞）

▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が
始
ま
っ
て
今

月

日
で
２
年
が
過
ぎ
た
。
各
種
の

24
特
集
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
毎

日
新
聞
は
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
２

年

苦
悩
す
る
人
々
」
と
い
う
記

事
、
そ
こ
で
は「
ド
ロ
ー
ン
」
を
数
頁

に
わ
た
り
取
り
上
げ
て
い
た
。

▼
高
価
な
軍
事
用
で
は
な
く
、
民

間
用
ド
ロ
ー
ン
を
、
夜
も
飛
ば
し
ロ

シ
ア
戦
車
を
狙
い
、「
バ
ン
パ
イ
ア
（
吸

血
鬼
）
」
と
。
同
じ
毎
日
新
聞
に
は
、

関
連
記
事
と
し
て
米
シ
ン
ク
タ
ン
ク

の
研
究
員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が

あ
る
。
小
型
で
安
価
な
ド
ロ
ー
ン

が
、
大
国
の
空
軍
力
独
占
を
破
り

「
空
軍
力
の
民
主
化
」
を
も
た
ら
し

た
と
、
少
し
気
に
な
る
コ
メ
ン
ト
。

▼
だ
が
、
世
の
中
そ
う
甘
く
は
な

い
。
小
型
ド
ロ
ー
ン
を
使
う
の
は「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
の
専
売
特
許
」
で
は
な

い
。
数
ヶ
月
後
に
は
こ
れ
が
ロ
シ
ア
軍

に
模
倣
さ
れ
、「
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ

ー
」
に
は
な
ら
な
い
と
。
前
述
「
空
軍

力
の
民
主
化
」と
指
摘
し
た
研
究
員

も
、「
戦
争
は
最
終
的
に
は
消
耗

戦
」
と
そ
の
限
界
も
指
摘
。

▼
太
平
洋
戦
争
の
ゼ
ロ
戦
頼
み
も

似
て
い
る
。
今
や
軍
事
力
以
外
の
方

法
で
停
戦
に
持
ち
込
む
こ
と
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
が
進
む
べ
き
道
で
は
。

（２）（３） 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第240号 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第240号2024年2月25日

■
昭
和

（
１
９
６
９
）
年
に
鳥
取
大
学

44

医
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。

前
年
の
東
大
、
日
大
に
端
を
発
し
た

大
学
闘
争
は
燎
原
の
火
の
ご
と
く
全
国

に
波
及
し
、
鳥
大
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
鳥
大
学
生
新
聞

に
、
降
り
し
き
る
雪
の
中
デ
モ
行
進
を

す
る
学
生
達
の
写
真
が
載
っ
て
い
ま
す
。

最
大
で
２
０
０
０
人
を
超
え
る
学
生
が
デ

モ
に
参
加
し
た
と
言
い
ま
す
か
ら
、
鳥
大

生
の
７
割
ほ
ど
が
参
加
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

■
医
学
部
は
６
年
制
で
す
が
、
最
初
の
２

年
間
は
医
学
進
学
課
程
と
い
っ
て
、
語
学

を
は
じ
め
一
般
教
養
を
学
ぶ
こ
と
に
な

り
ま
す
（
今
は
な
く
な
り
ま
し
た
）
。
医

学
部
は
米
子
、
他
の
学
部
は
統
合
さ
れ

て
、
鳥
取
市
の
日
本
第
二
位
の
広
さ
を

誇
る
湖
山
池
の
側
に
、
鳥
大
キ
ャ
ン
パ
ス

が
あ
り
ま
し
た
。

■
新
入
生
を
受
け
入
れ
る
ま
で
に
少
々

手
間
取
っ
た
か
し
て
、
私
た
ち
の
入
学
は

５
月
に
ず
れ
込
ん
だ
。
大
学
構
内
に
入

る
と
、
合
唱
部
が「
い
ざ
起
て

戦
人
（
い

く
さ
び
と
）
よ
」
な
ん
て
歌
を
う
た
っ
て
い

る
。
ま
だ
十
分
に
闘
争
の
余
韻
が
残
っ
て

い
た
の
で
す
。
合
唱
部
は
ふ
つ
う
入
学
式

の
日
に
、
こ
ん
な
歌
は
歌
わ
な
い
よ
ね
。

医
進
自
治
会
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
は
、

岡
林
信
康
が
う
た
う
「
友
よ
」
が
、
教
育

学
部
自
治
会
か
ら
は「
が
ん
ば
ろ
う
」
が

流
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
、「
友
よ
」
は
全
共

闘
の
歌
、「
が
ん
ば
ろ
う
」
は
民
政
の
歌

だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
医
進
自
治

会
は
全
共
闘
系
、
教
育
学
部
は
民
青
が

握
っ
て
い
た
の
で
。「
え
っ
！
違
う
の
？
」

と
気
づ
い
た
の
は
ず
い
ぶ
ん
後
の
こ
と
で

し
た
。

■
入
学
式
の
日
、
私
た
ち
の
教
室
に
医

進
自
治
会
委
員
長
の
Ｋ
さ
ん
が
来
て
、

い
き
な
り
話
し
始
め
た
。
そ
の
話
の
腰
を

折
る
よ
う
に
学
友
の
一
人
が「
ノ
ン
セ
ク

ト
・
ラ
デ
ィ
カ
ル
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
っ
て
、
ど

う
い
う
意
味
で
す
か
？
」
と
聞
い
た
。
Ｋ

さ
ん
は
顔
を
や
や
紅
潮
さ
せ
少
し
間
を

置
い
て
か
ら
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
と
い
う
の
は

根
本
か
ら
考
え
る
こ
と
だ
」
と
答
え
た
。

ボ
ク
は
そ
の
言
葉
に「
な
る
ほ
ど
、
そ
う

な
ん
だ
」
と
、
と
て
も
感
動
し
た
の
で
、

そ
の
時
の
雰
囲
気
、
Ｋ
さ
ん
の
表
情
と

と
も
に
、
い
ま
だ
に
覚
え
て
い
ま
す
。
後

日
、
下
宿
の
部
屋
で
Ｋ
さ
ん
か
ら「
鳴
海

は
楽
天
的
で
い
い
よ
な
ァ
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
も
。

理
事
長
）

（な
る
み

や
す
し

ろ
っ
こ
う
医
療
生
協
・元

許すな！憲法改悪・市民連絡会

私と憲法（27３号）●
光のある方向へむかう市民運動をつくろう・

（事務局長 菱山南帆子）

・一刻も早く原発のない世界の実現を
（ ）武藤類子 原発事故被害者団体連絡会

神戸学生青年センター

参加費1000円● ※食糧環境セミナー
Zoom講演「トリチウムによる内部被ばくの危険性」

・2024年3月16日(土) 午後1時30分～3時
・遠藤 順子さん

（六ヶ所村の新しい風 共同代表・内科医）

日本核医学PET核医学認定医、日本医師会認定

産業医。現在は津軽保健生協・健生病院非常勤

医師共著「放射線被ばくの争点」「汚染水海洋放

出の争点」（どちらも緑風出版）

Zoomでの参加希望者は、3月14日までに・
info@ksy.jpあてメールで申し込んでください

●出版物（学生青年センター）
（韓国大法院判決の・日本製鉄と朝鮮人強制労働

著者：中田光信さん 500円＋税意義）

関東大震災・歴史の闇に葬られた手話と口話－
下で起きた「ろう者」惨殺の史実を追う

著者：藤井裕行さん 600円＋税

◆
年
頭
か
ら
能
登
半
島
地
震
、
少

し
も
反
省
し
な
い
バ
ッ
ク
ペ
イ
問

題
。
取
締
ま
ら
れ
側
と
取
締
ま
り

大
臣
が
「
仲
良
し
」
で
は
、
国
民

の
口
は
ア
ン
グ
リ
開
い
た
ま
ま
。

国
民
に
は
税
金
を
上
げ
、
生
活

「

」

破
壊
の
物
価
高
を

イ
ン
フ
レ
に

と
嬉
々
と
説
明
す
る
日
銀
総
裁
。

「
戦
争
終
結
し
な
け
れ
ば
ウ
ク

ラ
イ
ナ
支
援
で
き
ぬ
」
と
い
う
産

業
界
の
一
方

「
防
衛
費
の
さ
ら
な

、

る
増
額
」
を
提
起
す
る
経
団
連
名

誉
会
長
。
自
衛
隊
の
靖
国
参
拝
ま

で
出
て
く
る
ノ
ー
コ
ン
政
治
。

も
う
政
治
を
変
え
る
時
期
が
来

て
い
ま
す
。

「
底
が
割
れ
た
」
と
い
わ
れ
る
内
閣
支
持
率
な
の
に
、
政
治
が
変
わ
る
（
変
え
る
）
話
は
い
ま
だ
に
聞
こ
え
て
こ

な
い
政
治
状
況
。
あ
な
た
は
ど
う
し
た
ら
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

▲毎日新聞 ▲記事の元の見出しは「問われる協調路線」 グラフは朝日新聞



（４）2024年2月25日 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第240号

本
好
き
で

二
階
に
本
が

山
と
あ
る
？

二
階
元
幹
事
長
の
政
治

団
体
の
収
支
報
告
に
「
書

籍
購
入
３
年
間
で
３
５
０
０

万
円
」
と
。
本
当
で
す
か
？

ま
た
、
政
策
活
動
費
が
５

年
で

億
円
？
何
に
？

50
疑
惑
は
ど
こ
ま
で
広
が

る
の
か
。

）

「
お
は
よ
う
川
柳
」

（２
・
15

▼
ト
イ
レ
１
カ
所
２
億。

円
！
大
阪
万
博
や
め
ろ

「
私
は
維
新
顧
問
。
万

博
や
る
べ
き
」
と
言
う。

石
川
県
知
事
は
辞
め
ろ

▼
職
員
研
修
で
教
育
勅

語
を
引
用
し
た
広
島
市

長
も
困
っ
た
も
ん
だ
！

▼
神
戸
市
の
都
市
計
画

審
議
会
で
王
子
公
園
の

議
案
に
意
見
求
め
ら
れ

て
も
発
言
し
な
い
有
識

者
も
困
っ
た
も
ん
だ
！

▼
政
治
も
季
節
も
異
常

続
き
。
み
な
さ
ま
の
生

活
は
如
何
で
す
か
？
ど

う
か
ご
自
愛
下
さ
い
。

▼下の地図と表は、神戸新聞

【

】

上
図
の
説
明

●
放
射
線
防
護
施
設
：

高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
す
ぐ
に
避
難
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
た
ち

向
け
に
、
原
発
か
ら
30

㌔
圏
内
の
病
院
・
社
会

福
祉
施
設
・
学
校
な
ど

が
指
定
さ
れ
、
志
賀
原

発
で
は

の
施
設
が
あ

21

っ
た
。し

か
し
、
実
際
に
能

登
半
島
地
震
で
は
、
21

の
う
ち
６
つ
の
施
設
に

異
常
が
発
生
し
、
被
曝

防
止
機
能
が
使
え
ず
、

施
設
を
閉
鎖
も
し
た
。

断
水
は
全

施
設
で
発

21

生
し
た
。

●
陽
圧
化
装
置
：
気

圧
を
上
げ
て
放
射
能
を

含
む
外
気
の
侵
入
を
防

ぐ
。
し
か
し
、
今
度
の
地

震
で
は
施
設
の
損
壊
な

ど
で
陽
圧
化
装
置
を
起

動
し
て
も
気
密
性
が
保

て
ず
、
放
射
能
防
護
機

し
な
か
っ

能
は
機
能

た


